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約束

カカオと森林イニシアティブ（CFI）2017年:カカオ
生産による森林破壊を終わらせ、共同監視メカニズ
ムを開発することを約束

ハーキン・エンゲル議定書（2001年）：2005年まで
に最悪の形態の児童労働や強制労働をなくすことを
約束



約束
Sustainable Development Goals 15.2
2020年までに、あらゆる種類の森林の持続可能な経営の実施を促進し、
森林減少を阻止し、劣化した森林を回復し、世界全体で新規植林及び
再植林を大幅に増加させる。

「ビジネスと人権」に関する行動計画（2020-2025）

国内外のサプライチェーンにおける取組及び「指導原則」に基づく
人権デュー・ディリジェンスの促進







解決に向けて
必要なのは
• 政府のリーダーシップ
• 業界全体の努力
• 各社の取り組み



業界全体の努力: カカオと森林イニシアティブ
（Cocoa & Forests Initiative, CFI）

ガーナとコートジボワールが森林破壊ゼ
ロを達成するのを支援

推奨事項 :
• より多くの日本企業がCFIに参加すべき
• CFIと協力して、森林破壊へとつながる
動きを追跡する強固な共同監視メカニ
ズムを構築

不二製油

明治



官民一体となった国家的な
「カカオ持続可能性プラットフォーム」（“ISCO”）

https://www.mightyearth.org/2021/04/08/isco-japanese/

https://www.mightyearth.org/2021/04/08/isco-japanese/


ISCOスコアカードで持続可能なカカオの
官民プラットフォームを検証する

日本が「開発途上国におけるサステイナブル・カカオ・プラットフォーム」を2020年に設立

https://www.mightyearth.org/2021/04/08/isco-japanese/

12つのカテゴリーでプラットフォームを評価

https://www.mightyearth.org/2021/04/08/isco-japanese/


透明性とトレーサビリティ
• 協同組合や農場まで追跡可能なカカオの量
に関し、業界から情報を収集するプラット
フォームの構築を期待。

• ドイツ、オランダ、スイス、ベルギーのプ
ラットフォームが協力し、トレーサビリ
ティー情報の収集を開始。

• 大手企業であるCemoiが100％トレーサビリ
ティーを実現している。

• 100％のトレーサビリティーを達成すること
は、日本のプラットフォームに関わる企業
にとって最優先事項である。

• 日本の業者やブランドは、直接および間接
のサプライチェーンを追跡し、公開すべき
である。



森林減少

プラットホームの推奨事項：
• 明確な実施日を定めた森林破壊ゼロ
の目標の設定

• プラットフォームの企業メンバーに
よる森林破壊を行っていないカカオ
の割合に関するデータを収集する

• 日本のプラットフォームは、森林破
壊地域で生産されたカカオの割合を
監視を開始する日を設定することや
それを行う意図を欠いていた



企業の推奨事項：
• サプライチェーン全体での森林破
壊ゼロポリシーの採用と実施

• 監視メカニズムの導入
• カカオと森林イニシアティブへの
参加

森林減少



児童労働

• フランス、ベルギー、オランダ、スイス
のプラットフォームは、当項目で最高の
グリーンスコアを獲得。

• 同プラットフォームは、児童労働監視改
善システムの使用を約束し、児童労働を
利用して生産されたカカオの調達中止の
期日を設けると約束。

• JICAはガーナ政府と協力し大規模な児童
労働禁止区域を設けているが、日本の
プラットフォームでは児童労働を終了
させる期日を設ける必要がある。



児童労働

企業への提言：

• 企業は、カカオの児童労働を減らし終
わらせるために、児童労働監視改善シ
ステム（CLMRS）を開発すべきである。

• 企業は、農家に保険料を支払い、生活
収入政策を実施すべきである。



化学物質の使用
• 現地調査の結果、カカオ農家で危
険な未承認の農薬が使われている
ことが分かった

• カカオセクターの子どもや妊婦は、
農薬にさらされることで深刻な健
康被害を被るリスクが特に高いと
考えられる。

• ドイツのプラットフォームは、
有害な未承認の農薬の使用を終わ
らせることを目標としている。

• 日本のプラットフォームや企業は、
有害な化学物質を含まないカカオ
を調達するという同様の目標を設
定すべきである

Source: https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC4949184/

https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC4949184/


今こそ変化を起こす時



ケーススタディ：ゴディバ

2019年のゴディバ
• 森林破壊ゼロの方針なし
• アグロフォレストリーの方針なし
• 自社のカカオのサプライチェーンを把握し
ていない

• 世界チョコレート成績表での順位が低い





2020年のゴディバ
• カカオの持続可能性コンサルタントを雇う
（Earthworm Foundation）

• 新しい森林破壊防止方針の草案
• ガーナでのカカオのアグロフォレストリー
プロジェクトへ

• 資金提供を開始
• 衛星とGPSを使ってサプライヤーを監視
• １年足らずで底辺から中位に浮上！

ケーススタディ：ゴディバ



Let’s Be Ambitious

• まずはカカオから、でもそこで止まらないで！

• トレーサビリティー、森林破壊防止、
人権政策や実施システムなどを、
サプライチェーン全体に適用

日本の産業は、経済的にも環境的にも社会的にも
持続可能な未来へと世界を導くことができる。
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